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モ ン 問 題 年 表 東京大学医学部保健社会学教室



医 －持－；. 事 項 社会なよび患者の 備 考年
調査研究の経過

行政事項
動向K関する事項 （公害・薬害 ・医療事故等〕患者 発 生 の 経 過

1 8 9 9～1 9 0 0年

キノホノレムはじめて製造

さオ1る。

昭和 8年 との年キノホノレ

ム、赤痢7メーパ患者K
使用されたとの記録あり。

昭和14年 日本薬局方K
整腸剤キノホルム基礎的

製剤として収軟。

との年6月キノホノレム我国

で生産開始。

昭和 28年 エンテロ ・ヴ

ィオフォノレム輸入発売開

－刈与｜

始。

1 9 5 5 ． 散発的K患者発生の報
7～8 西日本一帯K人工

ぐ昭30) 1:ι ヨ
栄養児の奇病が集団発生． 和歌山県、＝重県で腸
するー森永批素ミノレク中

疾患加療中K神経炎症状
毒事件。

や下半身麻庫症状を併発 9- 徳島地方検察庁、森
した患者が数例発生し、

永を告発（刑事裁判〉。
初発は30年前後と推定 9- 森永ミノレク被災者向
される。

盟全国協議会結成。． 第61回日本内科学会
1 0ー 森永批素ミノレク中毒

シンポジク ム「非特異性
事件ー 5人妻員会が発足c

脳脊髄炎症」の全国例年

次別集計Uてよれば、 2 8 

年以前K数例、 2 9年以

降少数であるが毎年数例

発病、次第K増加がみら

れた。

1 9 5 6 ． 東北 6県での確診例の 5-1水俣病、原因不明の
（昭 31) 初発は31年vc2例あり、 奇病の発生として公表さ
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1 9 5 7 

（昭 32)

1 9 5 8 

（昭 33)

1 9 5 9 

〈昭 34)

1 9 6 0 
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それ以前の発症はみとめ
られず、以降37年噴ま

で20例以下であったと、

東北大花筒らの報告があ

る。
山形、 京都、名古屋な

どで患者が発生し始める。

北海道ではじめて患者

が発生。
東京地区ではとの年K

1例が観察され、その後

次第K増力ll。

徳島では、 33年以前

vc 3名の患者発生があb、
以後五 7年頃まで患者数

は除々K増加。

山形県米沢市、山形市

で患者が発生しはじめる。

埼玉戸田刻l区で 1例の

初発患者をみる。

れる。との年だけで 50 

名発生。
1 2ー 富山県医学会Kて、

萩野医師、イタイイタイ

病の鉱毒説を発九

8- 大日本製薬サ リドマ

イドの製造許可申請c

6・28 和歌山医大第二内 1 0ー厚生大臣サリ ドマイ
科・楠井ら、議 63回近畿 ド製造許可
精神神経学会Kて、神経 8一 水俣病患者家庭互助
炎機症状を伴った大腸炎 会結成される。
の症例を報告。（初のS

MO Nの学会報告と考え

られる〉。

ト 24 東北大鳴子分院内 8 － 水俣の漁民、新日窒
科 ・菅田ら、最39囲内 工場K乱入。水俣病K原

科学会東北地方会Kて、 因する漁獲激減K抗議の

下痢が前駆した脊髄炎の ため。

3症例を報告、温泉治療 1 1ー 水俣Kて、漁民、再

が著効あbと発表も 度工場K大乱入。
1 0.1 5 県立山形病院消野 8一朝日訴訟提訴。
ら、第42回内科学会東

北地方会にて、胃腸症状

K続〈脊髄炎槻症状を量

した12例を報告、多〈

は下肢の感覚異常K始ま

P、視力障害 ・発語障害

K進む例もありと発気

1 2. 3 ＝重医大高崎内科

・藤田ら、議61回内科

学会東海地方会Kて、慢

性j腸炎の治療中下半身麻

揮 と知覚障害を来たした



医 寸，岨4一 事 項
行 政 事 項

社会合よび患者の 備 考
年

患 者発生の経過 調査研究の経過 動向K関する事項 〈公害 ・薬害 ・医療事故等：

1 9 6 0 2例を報告、同じ場で西

（昭35) 村ら（津市遠山病院〉阿

部 （名古屋赤十字病院〉

竹内〈岐阜医大〉も同機

の症例を追力Iゐ

高崎内科の症例は翌年

の内科学会雑誌、K原著と

して発表される。

1 9 6 1 ． 北瓶道では 36年以降 内科学会地方会で、清野 3- 水俣Kて胎児性水俣
ぐ昭 36) 釧路市を中心K集団発生、 ら、末次ら〈県立鹿屋病院〉 病患者の存在確認されるc

釧路病といわれる。 症例報告。 との年頃より、四日市Kぜ． 3 6年以前の初診確実 ん息忠者多発。
例60、容疑例 24、合 1 1ーレンツ報告（奇形と
計 84名。 （4 5年度ス サリドマイトつ。

i可仏l

モン患者全国調査〉 大日本製薬は、科学的

根拠なしとして、従前ど

ヰー、b宣伝、販売を継総

1 9 6 2 ． 岡山県井原市K男 1、 4,5 説5回日本臨床神経 5- 大日本製薬、新聞に
ぐ昭 37) 女 1言十2名患者が発症し、 学会（愛知〉シンポジク サリ ドマイ ド奇形児の問

以後42年K急激K増加。 i‘”Myelorad1cu- 題が報道されるK及び、． 山形では 37、 38年 loneuriも18” ょうや〈 出荷停止K ぐ市
K患者発生数が最高とな ． 名大第一内科 ・安藤、 場Kあるものは放置〉。
り、以後減少傾向となる。 感染症や胃腸障害K続き 厚生省判学研究班（森． 室欄で4例発生、その 運動・知覚障害を生じた 山豊班長〉発足する。
後増加の傾向あり。 症例を旬、olyrad i c- 6- イタイイタイ病のl京． 釧路市で患者数ピークと uloneuritis ”左い 因は有11岡鉱山のカドミク
なる。 し”Myelor弐 dicul- ムであるとナる説を、萩． 京大詰 3内科の入院患 oneur i七is”として 野 ・吉岡連名Kて街跨外
者数は20例以上K達し 覧表。 科学会で発表L
ピークとなる。 ． 関東逓信病院内科・加 ヲー 市場Vとあるサリドマ． との年の初診確実例31、 瀬らも問機の症例を報告。 イド製剤を回収される。と
容疑例28、合計 59名。 同学会KてSMO Nと のあとも 38年 5月まで
( 4 5年度スモン患者全 思われる症例が、九大勝 札幌、 大阪、横浜の薬局
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（昭 38) 
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（昭 39) 

国調査〉

・ 東北 6県では、 38年

頃から急激な増加、 5 0 

例K達する。

・ 山形県米沢地方で多発

し、 19例となる。

・ 岡山県井原市の近接地

芳井町K患者 5名初発0

． 岡谷市で、結核の長期

入院患者が次々と発病、

受持医師2名、さらK医

師の家族Kも発病者が出

る。

・ 徳島で患者が急増（男

3 0、女 39、言十69名〉｜

以後44年迄毎年40～ 

7 3名の発生が続〈。

・ 千葉県で数例の発生を

みる。

3 8年の初診確実例56

容疑例40、計 96名c

( 4 5年度スモン患者全

国調査〉

北海道空知炭田、札 幌、

小障で患者発生ピークと

なる。

埼玉県戸田地区で 46 

木内科をはじめ、慶大、

虎の門病院、日本医大、

岡山大から報告さる。

との年、谷森ら〈関西

労災病院〉前川ら（京大

内科〉伊東ら〈釧路市立

病院〉の症例報告、以後

内科学会、神経学会を中

心K症例報告続〈。

4.4 三重医大 ・高崎ら昆

3 7回伝染病学会Kて、S

MO Nと思われる 28症

例を報告、 仁腸管系クイ

ノレスの感染が想像される」

と述べる。

1 0.1 2 徳島市日比野病院

・日比野ら、徳島市周辺

Kなける脊髄炎の家族内

及び院内発生 11例Kつ
いて「日本医事新報」誌

K発丸 「今後左為、伝染

増加の恐れが多介十てある

ものと考えられる」と述

べる“

では販売統行。

5ー 倶 3団結核実態調査

ぐ要医療患告 25 0万人L
6ー サリドマイド児をか

かえる家族らが、各地で

訴訟を起し始める。

7-・ 四日市Kて「公害を

左くす市民運動」開催。

1 0一徳島地裁で、森永枇

素ミノレク中毒事件 説 1

審刑事判決あり 、 森氷

無罪と決す。 徳島地検、

高松高裁に控訴。

3.2 2 昆5回日本神経学｜ ・厚生省医療研究助成金K

会（東京〉、黒岩ら（九｜よる”下痢を伴う脳脊髄炎

大〉、渡辺（東女医大〉｜症の原因必よび治療の研究

在どの症例報告K対し、 ｜班 ”（前川班〉が発足する。

2ーサリドマイド禍、森

山報告出る。

4一 四日市で、 3臼聞の

激しいスモァグのあと、



年
医 でA比「 事 項

行 政 事 項
社会長よび患者の 備 考

患者発生 の経過 調査研究の経過 動向K関する事項 ぐ公害 ・薬害 ・医療事故等〉

1 9 6 4 例の地域的多発、 「戸田 「下痢の治療が麻揮の原 ぐ39年度30万円、 ぜん息患者死亡。
（昭39) 奇病Jと呼ばれる。 因となるのではなかろう 4 0年度 36万円、 4 1年 5- 学術会議シンポジワ

． 福岡県浮羽町K集団発 か」との発言あり。 度 14 0万円〉 ム、 食品中の農薬残留問

当ゐ 5. 7 第61回円本内科学 題をとりあげる。
． 東京地区でも患者数増 会（京都〉シンポジクム 6-4新潟K水俣病患者発

加。 ”抑陣奥性脳脊髄炎症” 生（との時点では病名不
． 3 9年の初診確実例31、． 楠井、全国の患者実態 明〉。

容疑例13 0、計 16 1 調査の報告（昭和34年

名。（ 4 5年度スモン忠 頃から急激K増加ら剖検

者全国調査〉 2 4例を含む82 3例K

ついて介折〉

． 東大脳研 ・椋ら、本症

11∞！ 

を Subncute myelo -

opt1co -neuro:!=ft thy と

呼ぶ。
． 1つの症候群か、疾患

単位かで意見が別れる。
． 日比野 ら、本症は伝染

性疾患の疑い濃厚であり、

患者の隔離制度の必要あ

りと強調。
． 楠井、 患者の使用薬剤

を調査したが共通 した因

子を証明し得ずと報告。

1 0.3 東大中尾内科・豊倉

ら、第10囲内科学会関

東地方会Kて、戸団地区

の多発例45症例Kっき
報告。

1 1. 1 5 久留米大内科・奥

田、同微生物 ・新宮ら、



第64回九州医師会学会

で 「患者の糞便等からエ

コ－ 2 1型左いしその類・

縁のウイノレスと思われる

a gen七を分離しえ 」と報告

1 9 6 5 ． 崎玉戸田地区で新発生 3. 5 第6回日：本神経学会 2- アンプノレ入カゼ薬で
ぐ昭 40) は4名。との年を頂点K （京都〉 死亡者発生。

減少の傾向を示す。 前川、特別講演”最近 3- サリ ドマイド児登録、

． 北海道室欄で37例の 流行の下痢を伴う脊髄疾 医療費補助はじまる。

多発をみる。また、割｜｜路 患の命名Kついて”でI弦 4- 四日市K、被害者K
では患者数が再びピーク 染性索脊髄炎」または陪 よる 「四日市公害患者を

となる。 染性由貿脊髄炎」なる病 守る会」結成される。

． 4 0年の初診確実例 名を提唱。 5一四日市で公害認定患

ー刈℃l

182、容疑例 112、計294
． 独立した 1つの疾患単 者説1号きまる。

名ぐ 45年度スモン患者 位とナる意見強ま る。 6-12新潟水俣病の発生、
全国調査〉 6. 6 新宮ら、第 65回伝 新開発表となる。

染病学会西日本地方会K 8-25新潟県民主団体水俣
て、「患者の糞便 ・血液会 病対策会議結成。
よび髄液よりエコー 21 1 1ー 厚生省、アンプノレ入
型ウイノレスを分離、スモ カゼ薬の製造中止を指示
ンの病原ワ イルスであろ 1 2一新潟水俣病の被害者、
うと考えられる」と報告。 阿賀野川有機水銀被災者

1 2. 1 1東大脳研 ・嫌越ら、 の会を結成。
第 17 2囲内科学会関東

地方会にて、東京（東大〉

戸田（中島病院〉室欄（日

本製鋼所病院）岡谷〈塩

嶺病院） 4地区tてなける

症例を比較検討し、本症

は特異左症候群と考える

のが適当と報告。

1 9 6 6 ． 呉市ではとの年最 も流 5. 国立予研・甲野、 「内 5ー 森永批素ミノレク中毒

（昭41 ) 行が激しく 67名発病、 科」誌、K、新宮説を裏づ 事件、高松高裁は、鎮1

以後順次減少する。 けるデータは全〈えられ 審の判決を破来差し戻



年
医 で持fι- 事 項

行 政 事 項
社会なよび患者の 備 ヨ考

患 者 発 生 の 経過 調査研究 の 経過 動向K関する事項 ぐ公害 ・薬害・医療事故等〉

1 9 6 6 • 室欄では 41年 3月以後 ていないと報告、 SMON しを決定。森永、最高裁
(SB41) 急減。 は Slow,l<i.tent Mdもe- K上告。

． 4 1年の初診確実例 32ミ m伊 r<lteV1 r凶 infeeもー 5- 農林省、水銀系農薬

容疑例15 5、計 47 8名 ionであると いう作業仮 の非水銀系への切替えを

c 4 5年度スモン患者全国 説を発表。 通達。

調査〉 6. 1 0鎮 59回内科学会東 7- 四日市で公害患者自

北地方会 （仙台〉 私

シンポジクム”非特異 9- 厚生省イタイイタイ

性脊髄炎（SMON）” 府買究班、イタイイタイ
． 東北大脳研・栃原、地 病の原因はカドミクム＋

域的流行例なよび一病院 αとの見解を出す。

内での発生例Kついての 1 1一宮山県婦中町Kイタ

確実な診断と詳細な検討 イイタイ病被害者Kよる

の必要性を強訴L 「イタイイタイ病対策協
． 東北大眼科・桑島、 議会」結成。

－∞O｜ 

SMO Nとされている中

K他疾患が混在している

ととを例証、 ウイノレス説

を批判し、病型の早期鑑

別診断の重要性を指摘。

6. 2 2厚生省班研究 明腹部

症状を伴う脳脊髄炎症”

参加班員Kよるシンポジ

クム〈京都〉
． 野市、 クイノレス分離を

報告。
． 甲野、新宮説K反論。

1 9 6 6 7. 4 第 7回日本神経学会

（昭 41) （北海道〉
． 九大脳研神経内科 ・黒

岩ら、感染以外K栄養因

子を含め他の原因も考え
ムナ1l:、，L却骨内



α3 

1 9 6 7 

（昭42)

東北6県ではとの年約

9 0例に達し最高となる。

そのうち 23例は湯沢地

方K集中。

・ 岡山県井原市で患者数

爆発的K急増（男 5、女

2 7、計 32名）し、を

た芳井町でも 10名とな

り、両地区とも増加の傾

向あり。

岡山県湯原町Kも男 2、

女 5、計 7名の初発を数

える。

4 2年の初診確実例

7 9 2、容疑例 48 4、

計 1,2 7 6名（ 4 5年度

スモン患者全国調査〉。

・ 国立呉病院内科 ・大村

ら、下』刻展llUJ覚の測定K
ょb早期診断ができると

報告。

2. 岡大第 2内科 ・平木ら、｜・” 下痢を伴う脳脊髄炎症

昭和 27年から 41年 6 Iの原因がよび治療の研究班”

月迄K岡山市周辺の病院 IC前川班〉への医療研究助

K入院、 SMO Nと診断｜成金打ちきり。

された 50名Kついての

観察を「綜合臨床」誌K
発表。〈発病前の使用薬

剤も調査。発病K意義な

しとする〉。

4.4 昂 8回日本神経学会

〈愛知〉

・ 大手前病院内科・野木

らの 同夏部手術とSMON

発現との因果関係、につい

て検討を要する」との報

告K対し、東北大・桑島

「手術よりも薬剤の影響

が考えられないか」と質

問。

呉病院 ・ 大村ら、 GM•) N

の腹部症状は本症の一分

症と考えられると報告。

5. 2 7第4問タイノレス学会

九州安部総会

シンポジクム”腹部症

状：を伴うミエロニューロ
・ー ” ノ、フーィ ” 

・ 呉病院・大村、集団赤

痢発生後患者 26名中 5

名がスモンと診断された

が、治療薬剤K一定の傾

6.8 米沢地区スモン患者 I4-18厚生省特別研究班、

同盟結成される。 ｜ 新潟水俣病の原因を工場

7. 8 米沢地区スモン患者｜ 廃水と断定。

同盟、厚生省へ陳情苦提 Is.24最高裁、朝日上告審

Ill （原因究明 ・予防治療 lk対し「ζの裁判は朝日

法の明示・リハビリ施設｜ 氏の死亡で終ったJと打

の訟喧 ・治療費負担〉。 ｜ ち切b判決ω

1 1. 9 宮城県スモン患者 I6-1 2新潟水俣病の被災者

同盟結成される。 ｜ 訴訟を提起。

1 1. 1 9 東北放送「スモン 16一 四日市で、 2人目の

病と闘う人々Jを放送， ｜ 公害患者の自殺発生。

1 2. 1 埼玉・中島病院ス 18一 京都地検、サリドマ

モンの会結成される。 ｜ イド禍の刑事訴訟を不起

訴処分0

9-1凶日市の公害患者、訴

訟を提起。

1 1. 1厚生省、原爆被爆者

の実態調査結果を発丸

被燥者団体、調査不耐と

反論。

11-30凶日市にて公害患者

を支持する会発足。
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岡山県井原市の患者発

生数は男 20、女 39、

計 59名o芳井町では15 

名となる。

岡山県湯原町では男11、

女 34、言十45名の急激

な増力日O

北海道小陣市K再び多

発の傾向。

4 3年の初診確実例

1, 1 1 0、容疑例63 3、

計 1,7 4 3 0 ( 4 5年度

スモン患者全国調査〉

調 査 研 究 の 経 過

向なしと発表。

事 項

・ 新宮、ECH021型クイ

ノレスを病因とする。

6. 2 4 札幌医大宵原内科・

星川ら、第86問内科学

会北海道地方会Kて、

SMO  N患者 1例の髄液

ならびに糞便よりコクサ

γ キ－ A4型ビーノレスを

検出したと報告。

4. 24～第9問日本神経学
会〈新潟〉

・ 慶応大神経科 ・中沢ら、

「健常人の糞便より検出

されない、スモン忠者K
共通のタイノレスを発見し

た」 と報告。

阪大・佐野、 「8MONJ

という病名を批判、桑島

も他疾患が混在している

という理由で向調。

・ 国立熱海病院 ・田坂ら、
治療Kパン トテン酸カノレ

シウムの注射が有効と発

表。

名大 ・安雌、 SMON  

の院内発生tてついて報告。

九大神経内科・三好、

患者の多〈は過去K腹痛
を訴えていたと報告。

4. 3 0 岡山井原市民病院

・高木ら、井原地区Kな

ける多発例 23 i刊の症例

行 政 事

1 0一 岡山県湯原町長、

スモンKよる町財政の困

窮の為、対策を県K陳情

する。

1 1. 1 1岡山県「岡山大学

スモン調査研究会」を設

け、研究を委託する。

(43年度85万円）

1 1. 1 2 寓城県スモン病対

策会議、初会合を関心

1 2. 3 宮城県、スモン病

調査資80万円を、補正

予算の中K計上する。

3一 宮城県スモン患者岡

県、会報「病床たよ b」

第 1号を発行 ぐ以後、年

5、4問先行〉

5 - 岡山県新見市スモン

患者励し令いの会が結成

される。

8. 2 毎日新聞紙上K、群

馬の患者より ”スモン忠

者間でのなぐさめの手紙

を交換したい ”との投刊

がある。

8. 2 5 ( 8. 2 ）の投自の

呼びかけで集:I－：.＞ た時簡

をもとK、 「スモンの広

場」ぐ患者家族交換情報

ができる。

前橋スモン患者家族の

会結成される。

1 0. 9 宮城県知事、大学

病院を訪払1患者からの陳
情を受ける。（原因究明

．リハビリ施設 ・医療費

備 ヨF

〈公害 ・薬害 ・医壊事故等〉

1ー イタイイタイ病対策

会議結成。

1-12水俣病対常市民会議

結応

3-9 イタイイタイ病患者

訴訟を提起。

4一 種痘禍の北海道の被

害者ら、厚相を殺人で告

発 I

5- 医師法改正．－インタ

ーン制度廃止。

5 -- 厚生省、イタイイタ

イ病の原因は三井金属神

間鉱業所と断定する見解

を発丸

8.8 札幌医大で日本で初

の心臓移植、 8 3口目 K
死亡。

ター26政府、水俣病と新潟

水俣病の原因K関する見

解を発表。ぐ水俣病はテ

y ソ（株） ~c原因、 新潟

水俣病は昭和電工の工場
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・ 岡山井原市では男 11、

女 23で計34名、芳井

町ではとの年K患者発生

はみられず。

・ 岡山湯原町で29名K
達し最も多〈、以後患者

の発生をみない。

4 4年の初診確実例

1, 2 2 9、容疑例759、計

1. 9 8 8名。ぐ45年度スモl

ン患者全国調査〉

を円珂山医学会雑誌Jvc 
発表。

1 2. 1第 22匝｜伝染病学会

西日本地方会（岡山〉

・ 岡大第一内科・島田ら、
井原地区KなけるSMON

の多発為、よび無菌性髄膜

炎の流行について報告。

・ 岡大第三内科 ・大勝ら、

岡山北部一地方Kなける

S.MO Nの集団発生を報告。

3. 26～岡山大術生・大平

ら、第 39回日本衛生学

会（福岡） ~z: て、 岡山県
湯原町K必ける疫学的研

究の結果、 「伝染性であ

る11J能性が強い」と報告。

5. 7～ 第 10回日本神経

学会〈福岡〉

・ 鹿大 ・中沢ら、SMON

忠者より分離した ビーノレ

スの病原性十てついて報告0

． 関東労災病院・田坂ら、

再びパントテン何者注射療

法の効果を強調。

・ 点京第一病院神経科F

越島 ら、全国各地の国立

病院での症例39 6例K

ついて報告。

役2 スモン調査研究協議

会沙結成され、スモンの

病因と治療K関する研究

が委託される。臨床 ・病

理 ・病原・疫学の 4払

第 1回総会（岡山〉

2 － 厚生省防疫課長、岡

山現地調査忌

3 - 衆院産業公害対策特

別要員会でスモン問題を

とりあげる。

4- 厚生科学特別研究費

5 0 0万円をも じて健全

国のスモン患者の実態な

らび十ζ病原K関する研究川

Kあたる。（スモン研究班

が発足する。〉

5- 岡山県スモン対策協

議会が発足する。（ 4 4 

年度 13 8万円、 45年

度 1,3 7 3万円。〉

8.4 長野県スモン実擬委

員会発足する。

8.6 山形県スモン対策委

員会発足する。

8.6 科学技術庁、特別研

究促進調整費 3,0 0 0万

円を ”スモンの病因と治

療K関する研究”にあて

るととを決定。

補助 ・物療士の養成〉

1 2－岡山県湯原町スモン

友の会結成される。

3.1 0 スモン患者、自殺

ぐ岡山〉

3. 1 5岡山県井原市十亡、”ス

モンから市民を守る会 ”

が結成される。

4. 7 ”スモン身障者を守

る会 ”患者の代表が集ま

り、厚生省K陳情する。
NHK-TV時の動きで

「スモン問題」を放映す

る。

4. 2 3兵庫の忠者が、 ＼世、

者同士手をつなどう ”と

呼びかける。〈神戸新聞〉

5. 7～ 1 3河北新報、スモ

ン特集を 7回Kわたり掲

敬する。

5. 24長野県下で、 ζだま

会ぐ患者と家旗の会〉が

結成される。

6. 1 0長野県とだま会、厚

生省へ陳情苗を出ナ。

6. 1 5 「スモンの広場」第

1号が発行され、全国的

廃水K基盤〉
1 0ー カネミ米ぬか油症事

件発生
1 0ーねたきり老人40万

人（全国調査〉

1 0一四日市K公害認定患

者の会発足。

1 1一 四nrtJvc公害病患者

を励ます会、公害をなく

す四日市市民協議会発足。！

2 - 森氷枇紫ミノレク中毒

事件、最高裁は森永の上

告を棄去仏徳島差し戻し

裁判を命ず。

2ー カネミ油症患者、訴

訟を提起。

2. 1 7厚生省の薬事課長補

佐が新薬承認で収賄、逮

捕される。

3. 2 9厚生省の新薬汚職事

件で同省保地所課長が自

私
4.4 東大病院の高圧酸素

タンク爆発、医師と患者

ら4人死亡。

4. 1 5水俣病を告発する会

多色足。

5一千葉大付属病院の採

血ミス事件c4. 2 7 ）表

面化c6. 7献血の花井陽

太郎さん死亡入

5ー不顕性水俣病患者、

熊本大学Kより発見され
る，
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患者発生の経過 ｜ 調査研究の経泊

・ 中沢ら、中沢ワイノレス

〈仮称〉を介離したと報
止t
Q C, 

札幌医大内科 ・宮原ら、
コクサゾキ－ A群クイノレ

スを分離したと報告c

9. 6 新潟大脳研・棒ら、

第 30回神経学会関東地

方会Kて、ATP－ニコチン

酸点滞際法を報告。

1 0.2 8 第 27回日本公衆

衛生学会ぐ岡山〉

シンポジウム”ワイノレス

をめぐる疫学の諸問題 ”

で、岡山大公衆衛生・緒方、

同第一内科・島田、同第

三内科・太田ら、岡山で

の疫学調査報告。

〈家族・隣人からの発病

多い→タイルスKよる感

染の疑い〉

1 1. 2 2 「下痢を伴う脳脊

髄炎症の原国会よび治療

の研究班」（いわゆる前

川班〉、直員が経験した

患者の症例の疫学調査結

果を 「日本医事新報」誌

K発表。

役2 厚生省科学特別研究

費と、科学技術庁特別研

究促進調整費でも 2 て、

スモン調査研究協議会が

結成され、第 1回総会が

岡山で開かれる0

9 3 厚生省会衆衛生局

長、岡山県内の多発地を

視察してまわる。

役16岡山県、県下への労

働力供給県K対しスモ

ンは伝染しないとの文書

を送る。

1 0ー和敵山県スモン対策

協議会発足する。

1 0 －厚生大臣、呉市で患

者の突態を視察してまわ

る。

10.24 京都スモン対策協

議会発足する。

1 2.2 東京都議会でスモン

対策K関して質疑が行左

われる。

社会がよび患者の

動向K閲する事項

な患者の交流が呼びかけ

られる。

6. 20長野県とだま会、 ス

モン対策で県へ嘆願曹を

提出する。

7 7 ”私の体を研究に使

コて ”との遺曹を残し、
スモン患者が自~＆：， (57 

才、女・・・・京都〉

8. 1 7 NHK-TV、報道特集

”スモン病合さぐる ”を

放映する0

9 3 NHK-'I'V，スタジオ

1 0 2で”スモン問題”

をとり上げる。

9. 6 兵庫スモンを考える

会、初会合を聞く。ぐ患

者と、県社協、市民の集

り〉

9. 1 0山形スモンの会結成

される。

9. 1 2秋田スモン患者の会

結成される。

玖13全国スモンの会結成

準備会が開か;fl、組織の

方法、会の目的等が請し

あわれる。

役21岡山、湯原スモン病

対策町民会議結成される。

1 0. 1広島県スモン友の会、

結成される。

1 o. 2全国スモンの会結成

準備会。

備 考

ぐ公害 ・薬害 ・医療事故等〉

6. 1 4熊本の水俣病患者、

テァソ f株 ）~対し訴訟

を提起。

6. 2 3国連、環境問題をと

りあげる。

7～ ”食品添加物 ”の安

全性社会問題イt.,
ス10厚生省DD T、BHCj

などの新規許可の一時中｜

止を決定。米国農務省措

置への対応。

7 1 5京都検察審査会、42

年uy-t]-リトtマイ ト・禍不起訴処

介を不当とし、地検K再

調査を要求。

8. 2 5カネミ米ぬか油中毒

事件で、カネミ倉庫本社

の6人、書類送検と在る。

1 0. 1 8 米国、j享生教育長

官、チク ロ含有食品、飲

料禁止令を山す。

1 0～ 食品業界にテクロ使

用自粛ひろがる。

1 0.2 9 厚生省、” テク d’

を含む食品、医薬品の製

造 ・加工の禁止と市販商

品の回収を決める。

1 0.3 0 阪大丸山、日本公

衆衛生学会Kて、 14年

前の森永Tilt素ミノレク中韓

事件の追跡調査の結果、

後遺症ありと発表。

1 1. 3 0 森永ミルク中毒の



1 0 1 8～26 山陽新聞、特｜ 子どもを守る会、被害者

集 ”スモンを追じて ”を｜ 側の全国組織として結成

8回Kわたって掲執する。i される。

( 4 5年 2月、 6月Kも I1 2.1 s 牛乳K農薬残留の

スモン特集記事を組む〉｜ 事実が判明、問題となる。

1 0.30 スモン患者、自殺 I1 2.1 s 大阪国際空港の航

〈大阪〉 ｜ 空機騒音に悩む住民、国

1 0.3 0 不治の病いと思い｜ を相手K訴謝是起。

とみ若いスモン患者、 自

殺ぐ 25才、男 ・・長野〉

1 1～ マスコミの慎重さを

欠〈報道を批判する。患

者を中心とした新聞投替

があいつぐ。

1 1. 3 兵庫で、スモン対策

推進をはかる市民運動の

呼びかけが行なわれる。

（署名、カンパ、兵庫ス ｜

モンを考える会〉 I 

1 1. 9 長野県スモンの会結 ｜

成される。 I 

1 1～紀南スモンの会、結 i
成される。〈和歌山県・〉｜

1 1. 2 6 全国スモンの会結 i
成大会が東京で聞かれる。

〈全国各地から約 20 0 

名の患者参加。原因究明、

治療法の確立を訴え、患

者同士の励し合いの場と

する。〉

1 1. 2 6 スモン老人自殺

( 6 7、女・・佐賀〉

11.27 NH Kラジオ、午

後のロータリーでスモン

をとりあげる。
11.28 NH K、TV「とんK

ー
∞
ωl



年 項
社会かよび患者の

動向K関する事項

ちは奥さんJで、話題ー

スモン患者の訴えーをと

り上げる。

1 2.3 スモンの老人自殺

( 7 4、女・・・・宮城〕

1 2.20 兵庫スモンの会結

成される。

1 2.2 3 治療法を早〈と適

時残し患者自殺c5 4、

男・・・・茨城〉

1 2.2 5 全国スモンの会盟

事会。

1. 1 8 徳島安部結成される。

1. 1 9徳島支部県へ陳情曹

を山す。

1- 東北スモンの会連合

会初会合（初のブロ ック

患者の会一東北 リハビリ

センターの設立を働きか

けていく。〉

1. 3 0 スモンなどの休職期

間を結核なみK延長を要

求（神戸市〉

1.30 NHK、な茶の間訪

問でスモンの会等をとり

あげる。。ウイリス感染説で患者

苦境~（村八分、 家族八
分等の感染差別を心開し、

谷地のスモンの会で意見

交換が行なわれる。〉

2～雑誌、婦人公論2月号

K 特別企画 ”現代の奇

学
一過

一
経一の

医
一一生

一
発一者患d
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（昭4s) I ノレム中止後、新患者の発

生は4、 5、8、 9、10 

月K符 1名、計 5名あD
と岡大・島田ら報告。

4 5年度初診確実例

. 7 4 7、容疑例38 8、

計1,1 3 5名。（4 5年度

スモン患者全国調査〉

事項

調査研 究の経 過

2.6 京大ウイノレス研・井上

SM  0 II忠苦から新型タ

イルスを検出したと発表。

SM  0 11病クイルス感染

説強まる。

2. 7 井上、医学のあゆみ

K 「スモン患者糞便より

高率K分離された新しい

ウイノレス」 を発気

・朝日新開店談会 「スモ

ン対策Kも2 と力をJ~ 
て東大 ・畳倉、国立予研

・甲野、厚生省・村中、 ウ

イノレス説なお、追試が必要、

接触で感染とは限らぬ、

スモン病は不治の病気で

はない。早期発見 ・早J明
治療、安静が大切と語ゐ。

2.7 間夫島田、脳血管拡

張剤がスモン治療K効果

あhと発表。

行 政 事

1. 3 0 昭和 45年度、スモ

ンの厚生省研究費 5,000 

万円認められる。

2.6 厚生省、井上ワイ Jレ

ス説断定は早すぎると慎

重在見解を示す。

2- 神戸市休職条例改正

（スモンなどの休職期間

を現行 1年から 1年半vc)
3.31 衆院予算委員会でス

モン対策をとりあげる。

4.6 衆院予算委員会でス

モン問題K関して質疑が

行なわれる。

5.11 衆院、社労委で、ス

モン問題を取り上げる。

参考人として、患者代表

及び、調査研究協議会々

長出席。

5.1 9 大阪府スモン調査研

究会発足する。

、，J
等

考

鰍療医稗薬

備

・害公
〆
t

、

1. 21 チクロ追放消費者大

会開催される。

1. 2 6新潟水俣病共斗会議

結成大会開催される。

2.1 チクロ入りジュース

類の販売全面禁止。

2.9 森永批紫ミノレク中車

事件、徳島地裁で差し戻

し裁判はじまる。

2. 9 テクロメーカ－ 6ネ士、

明確な根拠な く禁止をし

たとし、国を相手K慣害

賠償請求。

3. 8 新潟Kて胎児性水俣

病の疑いのあった 4才の

女児、やっと胎児性水俣

病と認定される。

3.2 2「カネミライスオイ ノレ

被害者を守る会」全国連

絡会議結此大会。

3.24 カネミ油症事件の責
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2.1 4 新大・幡、ニコチン酸

とアデノシン三リン散の

大E点滴がスモン治療K
効果あbと発表。 c4 4 

年 9月～12月全国 24 

ク所の病院で臨床実験の

結果との療法をうけた

3 1 9人のスモン患者の

うち 16 6人K効果がみ

られた。）

2.1 6 スモン調査研究協議

会病原班会議聞かれる。

． 東大医科研・本間「スモ

ン病患者から異常K多い

マイコプラズマを発見」

と報告。（スモン患者の

緑舌が緑のう菌Kよるの

ではないかというー医師

の疑いから本｜問教侵K介

析を依頼〉

2.2 2 第 6r到脳のシンポジ

クム、スモンについての

初の公開討論が行なわれ

る。

名大・安藤、中部地方の

3つの病院で他の病気で

通院中の患者の中からス

モン患者多数発生したと

報告。

名大ー内・祖父江I臨床

医学的Kみたスモン病は

かりκ感染症と考えても

結核のよう K感染性のあ

る開放性患者と感染性の

ない非開放患者と考えた

病、スモン病 ”が掲散さ
れる。

2.1 0 井上スモン新ウイノレ

ス発見と感染説Kついて

の公開状を出す。（兵陪

スモンの会〉

2.1 2 全国スモンの会臨時

理事会ぐ”ウイノレス感染

説発表をめぐって ”一反

論の掲散をマスコミ K要

望入
2.1 7 全国スモンの会代表

者、朝日新聞内政部長と

話合いを行う（クイノ以感染

説の掲執をめぐって〉υ

3～ 宮城患者同盟後援会

できる。（安援組織〉

3. 2 全国スモンの会代表

者、朝日新聞1111版部と話
合 ι.) D 

3.1 3 全国スモンの会、保

健社会研究班の設置をス

モン制査研究協議会と厚

生省K要望。

3,2 1 朝日新聞K、スモン

病は放置できぬ社会災害、

患者の保護体制を立てよ

の記事が出る。

3.3 0 7J<野茎子著「静かな

る闘いの日 々」出版され

る ぐスモン闘病円詑）0

4.1 7 東京安部が結成され

る。東京都へ専門病院の

設立を含む要望書を提川
する。

任者として、カネミ倉庫

の社長、工場長起訴され

る。

3.2 6 チクロ追放消世者会

議開催。

4.1 0 因子の浦港のヘドロ

問題化。

4.3 0 水俣、病を告発する会、

補償処理委員会の水俣病

処理K抗議し、チッソ水

俣工場K対しデモをかけ

る。

5.1 4 東京都下の 2つの乳

業工場で、ペニシリンの

到溜発見され問題となる。

5.1 4 水俣病患者上京し、

水俣病補償処理委員会K
抗議のため、テッソ本社

前でナわり ζみ開始。

5～ 東京新宿で自働車排

ヵ・ス中鉛の人体菩砧問題

となる。

5～ 静岡県Kて、日本茶

K許容量の 10倍以上の

有機塩素系殺虫剤の残留

D D  T検出の件判明し、

｜問題化。

5.2 5水俣病を告発する会、

補償処理委員会の補償案

K反対し、厚生省内会議

室を占拠し、謝南される0

6. 7 ”ベーチェア ト友の

会 ”結応
6 ・- 森永ミノレク中嘆のと

どもを守る会、カネミ守



年
医 ~叫f- 事 項

行 政 事 項
患 者 発 生 の 経 過 調査研究 の 経過

1 9 7 0 方が説明しやすい」と報

（昭 45) 告。

恥た神経内科・井形、朝

日新聞でj奇玉のスモン患

者の発生は接触性伝染で

は説明できないと語る。

3.1 9 スモン調査研究協議

会第 2回病理盟会議Kて、

熊大病理・武内、スモン病

患者の腸粘膜上皮よりク

イノレス発見と報告。

3.3 0 スモン調査研究協議

会第 2回総会開かれる。

－公式機関Kよる初の全

圏実態調査結果発表（全

－∞∞l 

国の受診患者数は 4.280 

人、とのうちスモンと断

定されたのは 2,66 9人

特徴的左ととは①老令の

婦人K多〈成人病の性格

が強い、②全都道府県で

患者がでている、③患者

がふえる傾向十てある。〉

・名大・祖父江、愛知県下

のスモン患者の調査から

全国Kは1万人以上の患

者がいると推定。

4.8 鹿大・中沢、日本神経

学会総会Kて 「スモン患

者の糞便から新しいクイ

ノレスを分離、ハッカネズ

ミの赤ちゃんへの接種実

験でも消化器系障害をと

社会名、よび患者の

動向K関する事項

4.1 9新潟安部が結成され

る。

4.2 3 患者の会代表、東京

郎知事と会い、医療費の

軽減、研司病院、神経内

科センターの設立を要望。

4.2 5愛知支部が結成され

る。

5. 2 岩手県スモンの会

（岩手－安部〉が結成され

る。

5. 9 スモン苦K患者自殺

( 3 8、一大阪〉

5.1 8 全国スモンの会支部

代表者会議。

5.2 3 ~~婦道支部結成され

る。

5.30 大学祭で、スモンを：

とタあげ、患者 ・研究者

書加のシンポジクムが開

かれる。 （東大・五月祭 ）
6－ ”スモンの広場 ”第 2

号刊行される。

6. 7 青森スモンの会結成

される。

6- 岩手スモンの会、岩

手県医師会、国保連合会

K、倫理的な医療及び薬

斉ljの保険適用Kついて要

望告を出す。

6.2 6長野県スモンの会、

県議会K対し、結核なみ

の医療及び専門病院の設

く

備 考

公害・薬害・医療事故等〉

る会との共闘会議結成を

可決c

6 - 種痘ワクチン禍拡大、

死者全国脊地でわかる。

国の救済措置急 ぐと厚相

語る。地方自治体では、

大阪、東京、宮城左どが

相次いで種痘の全面的中

止延期を決める。

6.2 2東京都衛生局、 2日

聞の摘発で、1万4千余

のテクロ食品を回収。

6.2 8 点京水俣病を告発す

る会結成。

ス29 日本薬学会で、乳首

などの食品関係K使われ

ているゴム製品の添加物

はほとんど野放し状態と

の報告。

7.3 0 種痘禍在どの補償決

まる （死亡最高 33 0 

万円、後遺症13 0万円

以上〉。

7ー ロサンゼノレス型、光

化学スモァ グが日：本Uても

発生。自動車排気ガスK
主因。

8.31 最高検、札幌医大、

和田教授（心臓移植〉の

不起訴決定。

反18 牛乳の残留ペニシリ

ンが市版牛乳の半分K及

んでいると とが判明い
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もなう全身感染症を示し

た」と発表。

4.2 0 岡大三内・大藤、高濃

度の乳陵商スモン病治療

K効果あbと発表3

6.2 2 東大・井形、スモン病

の疑いのある患者十数人

を診察した結果、非スモ

ンと診断、現在とのよう

在症状をもっ患者は全国

(1(200人余りいると予

惣されるが症状があまり

よく似ているのでスモン

患者とされている例が多

いと思われると語る。

（朝日新聞〉

6.25 京大ウ イノレス研・東、

スモン病の新ウイノレス電

顕写真で確認、 「スモン

クイノレスJと命名。

6.29、30スモン調査研究

協議会開かれる。

・ 国立衛研・池田、スモ

ン患者の尿からかなりの

量の鉄と班鉛を検出した

と報告。

・ 東大薬学・回はスモン

患者の緑舌から多量の鉄

と亜鉛を検出。緑舌の正

体をキノホノレムと鉄の化

合物と断定。

京大・束、スモンクイノレ

スVてついて発免

・ 東大・本問、スモン患者

から検出したマイコプラ
ズマをモノレモッ トK注射

9. 7 厚生省、薬事審答申

K基づきキノホノレムの販

売、使用をーII＃＝巾止する

よう全国K指示

9. 8 厚生省、日本製薬団

体連合会K、 「すでK出

回っているキノホノレム製

剤の回収は指示しないJ
と明示＜読売＞

9 秋田県、スモン患者

K見舞金 1万円を予算イto
1 0一岡山県、スモン治療

研究用薬剤の醍布を行な

う。

置を含むスモン対策Kつ

いての要望書を提出。

7 6 北海道安部、道議会

Kスモン対策Kついて請

願出提Iii。
引 O スモン苦K患者自殺

( 8 0、女一秋田〉

723～29 ”光と陰” fス

モン患者の闘病生活〉の

パネノレ展が東京で聞かれ

る。

8. 7 神経病総合センター

設置i腿耕演会保京進行

性筋萎縮症協会 ・全国ス

モンの会主催。）

反1～14 ”光と陰”のパ

ネル展〈神戸〉

9. 8 東京都薬剤師会、 キ

ノホノレム製剤の返品を決

定。

. ---1自Eの製薬会社、キノ

ホノレム製剤の回収指示、

生産中1I:へ踏みきる。

9. 1 9京都安部結成される0

9.2 5 京都支部、府議会へ

請願啓提出。

9. 2 6東北スモンの会連合

会、東北スモン IJハビリ

センターの設立Kついて

宮城県K嘆願する。

9.2 6 全国スモンの会支部

代表者会議（キノホノレム

原因説が確定した段階で

訴訟を考えるー結論〕

1 0.1 0 広島スモンの会、
県議会K対し、社会調査

問題化0

9.3 0 キ晶一リ、手LJl品で

問題と念った有機塩素系

農薬ディノレドリン、大阪

府下のジャカ・イモK高い

数値で検出問題化。

1 1. 6 静岡県因子の浦港へ

ドロの件で知事や企業K

:i:Jし住民ら訴訟提起。

1 1. 1 6 カネミ袖症被害者

3 0 0人、北九州市と会

社を相手vc9億 7千万円

要求の民事訴訟を提起。

1 1. 2 1 イタイ イタイ病訴

訟、結審言いわたし。公

害訴訟としては異例のス

ピードと話題。

1 1. 2 8 チッソ株主総会、

水俣の患者をはじめとす

る一株株主多数の入場K

より大混乱。
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1 9 7 0 

（昭45) 

医 A弓L子ι 

患者発 生の 経過

事 項

調査研究 の 経過

したととろモルモ ットは

死んだと報告。
． クイノレス説、マイ コフ． 
ラズマ説いずれも病気と

の因果関係の証明が不十

分で結論は持越し。
． 緑舌がすべてキノホノレ

ムの副作用Kよるものか、

又、尿中の重金属と＜VL 

鉄 と亜鉛との関係が問題

となる。
． 8ブロゾク会議の設置、

研究班員の大幅増加をは

かる。

7. 岩手 医大 ・鈴木、高

圧酸素療法でスモン患者

8割軽快と発気

8.6 新大 ・棒、 新潟県衛

生部を通じて厚生省K対

し 「日本薬局方整腸剤キ

ノホノレムの使用量とスモ

ン発病率との間K明らか

K相関関係がある」と報

止＆o

8.9 岡大 ・緒方、スモン

家族集積性一般の 6倍、

伝染病なみと発表。

9. 3 日本クイノレス学会I.A
モン病特別シンポジクム」

を聞く。ウイノレス説強調。

9. 4 新大 ・棒、厚生省を

通 じてキノホノレムの副作

行 事
社会なよび患者の 備 考

政 項
動向K関する事項 （公害 ・薬害 ・医療事故等〉

班を設け患者の経済的救

済K本腰をと要望。

1 1～ 佐賀県スモンの会結

成される。

1 1. 2 9 神奈川支部結成さ

れる。

1 2.5 全国スモンの会支部

代表者会議。

1 2.1 1 長野県スモンの会、

県議会K対し、見舞金制

度、対策費〈研究費〉の

増額を要望。

1 2.1 4 全国スモンの会、

厚生大臣宛、要望書提出

（スモン対策一治療法の

研究継続〉
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用を報告した外国文献の
コピーを数種類入手した

と発表。（一つはテパ製

薬の本社・副作用研究室

が 1943-69年に欧米で

発表された副作用研究論

文 56編をまとめたもの、

一つは叡糊実験論文〉

玖5 新大・棒、 日本神経

学会関東地方会Kて、ス

モン病と整腸押lキノホノレ

ムとの間K相関関係あり

と発丸

9. 8 スモン調査研究協議

会、キノホノレム服用との

関係でスモン患者の追跡

調査開始。

9.1 6大阪府のスモン研究

協議会、臨床班会議開始、

スモン病とキノホノレムと

の関係を検討。（通院、

入院中の患者 15 8人を

対哉とした面接調査の結

果、 2 3人がキノホノレム

を全〈服用せず、 5 9人

は使用したかどうかわか

らない、 7 6人は服用〉

1 1. 7 東大神経内科・畳倉、

井形「医学のあゆみ」 K
キノホノレムの動物突験結

果発表。

スモン病類似のマヒ出現。

1 1. 1 1 国立呉病院・大村、

キノホノレムは主原因では

ないという調査結果まと
め、近〈厚生省K報告。



年
医 －悼rん 事 項

行 政 事 項
社会なよび患者の 備 考

患者発生の経過 調査研究 の経 過 動向K関する事項 （会嘗 ・薬害 ・医療事故等〉

1 9 7 0 (41年 1月から 45年 7

（昭45) 月までの入院患者 23 4 

人Kついてキノホノレムの

関係調査。キノホノレム服

用不明の 12 7人を除い

た 10 7人Kついて、下

痢がはじまる 6ク月前K
キノホノレムを服用した人

は78人（72婦〉、全〈服

用しなかったのは 29人

(28%)) 

1 1. 1 3.1 4. スモン調査研

究協議会開かれる。
． キノホノレム服用者の追

ーのUM｜

跡調査結果発表（4 5年

9月～ 10月全国主要病

院 89 0人のスモン患者

を対象と した結果、調査

ができた 74 2人中、確

実Kキノホノレム服用し発

病したもの 61 0人、残

bは不明〉
． との結果について合同

会議では、

① 約15 %飲んでいない

人がスモンKかかってい

る事実がある以上、キノ

ホノレムを犯人ときめつけ

るわけKはいかない。

② だが飲んでいないと答

えている人たちは、自分

で気づかずK何らかの薬

K含まれていたキノホノレ



ムを体内K摂取している

可有巨性は残ョている。

③ キノホノレムはスモンの

第一次原因でな〈、何か

第一次原因をD)J長する作

用をしているのかもしれ

ない。
． 東大・田村、豊倉ら、キ

ノホノレム説裏付ける動物

実験結果報告。． 京大・井上”井上ウ イJレ

ス”、久留米大 ・新宮”エ

コー21型クイノレス”tてつい

て発丸

他大学の追試ではスモ

ンの病原体としては否定

lwωl 

的な結果が強かった。

1 9 7 1 ． 4 5年 9月 7日以降の 1. 1 4 新大 ・糖、 ドイツで
(Ol346) 新忠発生は激減、キノ ホ 4 5年 8月発表された論

Jレムを用いないで発症し 文よりスイスKスモン患

ている例が46年 1月31 者がいる ζとを発見し、

日迄vc9例（岡大小坂 7 確突Kスモン患者である
例、名大祖父江 2例〉と ととを確認したと発克

すれば、他の原因も疑い 2.2 7 東大疫学 ・中江、神

なしとはいえないと楠井 経内科・井形、スモンとキ

が 3.1の調査研究協議会 ノホノレム数金的K密接な

で結論。 関係ありと「医学のあゆ

みJvc発表己
2.2 6 大阪府スモン調査研

究協議会はサノレを使った

動物実験でキノホノレム説

Vて対ナる疑いを深めた

と発丸

2.2 7岡大 ・島田、キノホ
Jレム使用中止後も岡山県
内を中心vc6人の新患者

厚生省、昭和 46年 1. 1 大分県スモンの会結

度スモン調査費5,00 0 成される。

万円、特別調査費5,500 1.『O 全国スモンの会安部

万円をスモン対策Kあて 代表者会議 〈訴訟問題

る。 等Uてついて訴合う〕。
2- 衆院予算接員会で、 3. 1 大介県スモンの会、

スモン問題をとりあげる。 県K対し要望替を提出。

1. 2 6 

者1

1. 2 9 

硫i
で｜

と

量

問｛

2-
対J

検；

と

2.1C 

害

会
2.1 i 
審
人

｜崎にて公害認定患

人目の死者。

四日市、石原産業の

たれ流し、国会質問

自になる。

東邦亜鉛製慨frのも

子従業員遺体から多

カドミクム検出され

となる。

厚生省、医薬品安全

の一環として ”調剤

センター”を設置の

決定。

サリドマイ ド禍の損

賠償訴訟K、被告の園、

Z和解案を示す。
サ リドマイ ド裁判の
z始まり、原告側証

家族の苦痛、 被告側



年
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( 昭 46) 
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患者発生 の経過

学 項
項

事

調 査 研 究 の 経 過

が出ているととを発丸

3. 1. 2 スモン調査研究協

議会開かれる。

疫学、臨床両班「スモ

ンとキノホノレムの因果関

係Kついて」の調査結果

を報骨 ぐキノホノレム販

売、使用中止Vてな った45

年 9月以降はスモン患者

の発生が全国的K激減－

1 9人一、 しかしキノホ

ノレム未服用のスモン患者

も確実に存在〉。

・ 疫学班から「キノホJレ

ムの 1日投与量と投与日

数はスモンの発病率K比

例L... 1日投与量が 1? 

越すとスモンの発病率が

きわだνて上昇するJと

報告。

・東大眼科・石JII、有機 I)

ン系政薬を動物K与える

と目K起とる陣害がスモ

ンの症状とよく似ている

と報告。

保健社会学グノレープ、

埼玉県戸田、蕨、川口地

区と岡山県井原地区Kな

ける SMO  N患者の生活

実態調査を報告。

五26 lL大 ・神経内科（黒

岩教授〉、福岡市のある

地域内での開業医、病院

内キノホノレム使用景とス

行 政 事
社会なよび患者の

動向K関する事項

備 芳

f公害 ・薬害 .1¥’ー 1i故等〉

の無責任を訴える。

2.2 7厚生省、原爆症K初

の ”死後認定2
3.1 5 四日市Kて会害認定

患者VL4 6人目の死者。



モン発生状況を長期間、

組織的K調べた結果、ス

モンはキノホノレム中毒で

るると断定門

備考欄1間患者会一4
ム

A
4
1
 

政行欄医学事項参考文献

富田八郎『水俣病j
熊本大学『水俣病J
萩野井『イタイイタイ病

とたたかう』
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